
CO2 CO2 排出の推移排出の推移

©©Y.HayashiY.Hayashi 2222

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、日本のCO２排出量のシェアを示したものです。産業部門からの排出は、ほぼ安定しており、オイルショック当事よりもむしろ減少しています。これに対し、民生部門と運輸部門の排出は増加を続け、とくに交通部門の排出は大きく増加しています。いうまでもなく、この排出増は自動車が主たる原因です。




交通部門の交通部門のCO2CO2の排出量の増加の構造の排出量の増加の構造
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経済・社会
活動の進展

GDP
＋11.7％

勤労者世帯
消費支出
＋2.0％

鉱工業
生産指数
－0.9％

輸送量

(人・㎞)

 
＋9.3％

自家用乗用車＋30.2％

タクシー等

 

－22.9％

バス

 

－20.9％

鉄道

 

－0.8％

船舶

 

－31.4％

航空機

 

＋54.4％

保有台数

 

＋49.6％

総走行距離

 

＋42.0％

(1台当たり乗車人数の低下)

実走行燃費の推移

△1.7%（改善）

改善要因：新車の燃費向上悪

 
化要因：重量化（大型

化・オプション多載）

渋滞

旅客輸送に伴う

CO２

 

排出量

＋32.0％

（自家用乗用車

＋39.7％）

CO２

 

排出原単位

＋15.1％

貨物輸送に伴う

CO２

 

排出量

＋4.6％

CO２

 

排出原単位

－1.1％

輸送量

(t・㎞)＋

 
5.7％

自動車

 

＋14.2％

鉄道

 

－18.6％

船舶

 

－1.2％

航空機

 

＋34.5％

運輸部門CO２

 

排出量

＋20.6％

ガソリン消費量＋30.9％

軽油消費量

 

＋13.7％

cf.石油消費量

 

＋12.6％

（自家用乗用車について分析）

輸送手段輸送量別（内訳）

輸送手段別輸送量（内訳）〔貨物〕

〔旅客〕

（1990～2000年度比較）

エネルギー・経済統計要覧、交通経済統計要覧、日本国勢図会、

総合エネルギー統計、交通関係エネルギー要覧より柳下正治氏作成
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